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飛行状況（気象状況）   操縦者の操作  操縦教員の対応 

（滑走路横風制限値超過） 

教官同乗訓練での着陸経験か

ら着陸可能と判断、進入を継続 

監督機に搭乗し、訓練生の操縦

の監督に当たった後、同機に続

いて着陸するよう同機の後方を

飛行 

進入開始時 

手順どおりにフラップフルダウ

ン、滑走路末端を手順に示す進

入速度、進入角で通過 （気流の乱れ（機体不安定）） 

ダイバートさせるよりは、経験

のある同空港への着陸が妥当と

判断 空港島端通過時 

パワーをアイドル、接地姿勢 

発生日時 2021年（令和 3年）2月 3日 11時 30分ごろ 

型  式 テキストロン・アビエーション式１７２Ｓ型 

重大インシデント概要 同機は、単独飛行による操縦訓練中、北九州空港に着陸する際、機体 

姿勢が不安定となったことから復行を行ったが、機体後部下面が滑走 

路面に接触した。 

となったことから復行を行ったが、機体後部下面が滑走路面に接触した。 
操縦練習生 

操縦練習許可証 総飛行時間       ５０時間１０分 

同型式機による飛行時間 ５０時間１０分 

最近３０日間の飛行時間   ８時間１５分 

操縦教員（監督機に搭乗） 

 事業用操縦士技能証明書（飛行機）操縦教育証明 

 

→自ら意思で右席での操縦を実施 

  （同型式機での右席操縦は初めて） 

  →操縦教育証明取得訓練の要領なし 

（右席での訓練の可否は教官が判断） 

  

対地高度約 30ft 

（風に煽られ機体が降下） 

操縦桿を引いて機首上げ操作 

復行を決意し、スロットルを最大出力 

主脚と尾部が同時に接地したような 

異音と衝撃 

降下が止まらず更に機首上げ操作 

対地高度約 10ft 

・飛行後点検において、機体後部下面に擦過痕等確認 

・滑走路面に擦過痕確認 

相互依存関係 

２．乱気流により機体後部下面が滑走路面に接触した事例 
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発生日時 2022年（令和 4年）3月 6日 18時 06分ごろ 

型  式 ソカタ式ＴＢＭ７００型 

重大インシデント概要 同機は、八尾空港A滑走路上でバウンドを繰り返している間にプロ 

ペラブレード先端が滑走路に接触した。 

３．バウンド後再接地した際にプロペラが滑走路面に接触した事例 

本事例の調査報告書は当委員会ホームページで公表しています。(2022（令和 4）年 1月 20日公表) 

https://jtsb.mlit.go.jp/aircraft/rep-inci/AI2022-1-2-JA393A.pdf 

【原因】 

  着陸進入中に低高度で機体姿勢が不安定となったため復行を行ったが、上昇に転じる前に

機体後部下面が滑走路面に接触したものと推定される。低高度で機体姿勢が不安定になった

ことについては、同機が接地直前に乱気流に遭遇するとともに、その影響の下で大きな機首

上げ操作が行われたことが関与したものと考えられる。 

  

 再発防止に向けて（運航者において実施した対策）  

・単独飛行実施時に横風が予想されるときは、安全マージンを加味した仮想風速で横風 

成分を算出し、必要に応じて、（監督以外の教官が搭乗する）監視機による事前の天候 

調査を実施し可否を決定することとした。 

・監視機は、横風成分が安全基準を超え着陸進入が不可と判断した場合には、単独飛行 

機に対して上空待機又は代替飛行場への着陸を指示するよう、対応を明確化した。 

図１０ 滑走路端から接触（接地）までの飛行経路の比較                  
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